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って、その区分の仕方は様々である[重松 2003:78-79] [関根 2005:334-335] [富永 1995:289-291] [広瀬 2007:327-329] [南埜




















系移民の数が含まれていない。この数を加えれば、約 2500 万人になると推測される。カテゴリーの内訳は、「PIOs」が 66.5%、「NRIs」
が 29.9%、「無国籍者」が 3.6%であるが、これは内訳を公表していない、南アフリカ、イギリス、アメリカの数を除いた数値である。
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(1838 年)、トリニダード(1845 年)、南アフリカ(1860 年)、スリナム(1873 年)と順次拡大した[Schwartz1967:Preface17]。
フィジーでは、英国がフィジーを植民地として併合した５年後の 1879 年に導入され、同年５月、最初の移民 498 人が
フィジーに到着した。最初の 10 年間で 7,315 人が到着し、1889 年に最初の本国帰還者を出した。1900-1911 年が最盛















                                                                                                                                        
カテゴリー別上位国は、「PIOs」がミャンマー、マレーシア、モーリシャス、「NRIs」がサウジアラビア、アラブ首長国連邦、オマー
ン、「無国籍」がミャンマー、マレーシア、フィリピンとなっている。インド系移民の６割は、南アジア、東南アジア、西ヨーロッ
パ、北アメリカに集中しており、国別人口上位国は、ミャンマー(2,902,000 人)、アメリカ(1,678,765 人)、マレーシア(1,665,000 人)、
サウジアラビア(1,500,000 人)、イギリス(1,200,000 人)である。人口が 50 万人以上の国は 10 カ国、10 万人以上の国は 23 カ国、1 万
人以上の国は 50 カ国あり、上位 19 カ国までで全体の９割を占めている。国の総人口に対するインド系移民人口の割合の上位国は、
ガイアナ(47.07%)、フィジー(42.10%)、アラブ首長国連邦(42.04%)と続いている。ちなみにフィジーにおけるインド系移民の人口は
336,829 人であり、その 99.93％にあたる 336,579 人が、フィジーにおける国籍を取得している「PIOs」に分類される[内藤 2006:303-306] 
[広瀬 2007:325-327] [南埜 2008:36-40]。 














38 フィジーへの移民は若年層がほとんどであった。少なくとも 16 歳以上が条件であり、25 歳くらいまでの男性が労働力として適
格であるとされた。カルカッタからフィジーへ向かった移民の 86.6%が 10-30 代であり、20-30 代は 68.7%であった[Gillion1962:52]。





























                                                  
39 体罰もあったが刑罰が主であった。例えば 1886 年には、5,237 人の全労働者に対して 8,853 件の、労働法違反に対するチャージ
があった[Kelly1992:247]。1907-08 年に有罪とされた数を見てみると、ガイアナでは 9,784 人の全労働者のうち 2,019 人、フィジーで
は 10,181 人のうち 2,091 人、トリニダッドでは 11,506 人のうち 1,869 人、モーリシャスでは 47,000 人のうち 1,492 人、という高率で
あった[Tinker1974:194-195]。 
40 年季契約移民制度は 1916 年に廃止され、移民の二万人近くがインドに帰国したとされるが、代わりにインドからやってきた自
由移民などがフィジーに定住しており、帰国割合を厳密に結論付けることは難しい。ちなみに最後の年季契約移民の契約が満了にな
った 1921 年におけるフィジーの人口統計では、インド人人口は 60,634 人(そのうち 44.22%にあたる 26,810 人がフィジー生まれ)、フ
ィジー人人口は 84,475 人であった[Gillion1962:146] [Gillion1962:188]。 
41 1904 年時点で 4,076 人が帰国し、1957 年までに 32,995 人が帰国(そのうち約 24,000 人はインド生まれ)したとギリオンは指摘す
る[Gillion1962:190]。 
42 その一方で高カーストの帰国者割合は多かった。バラモンは、蓄えをもって帰る傾向にあった[Gillion1962:193]。 
43 政府は、契約労働者帰国費用のためのファンドの余剰金を切り崩して「Indian Settlement Fund」を設立し、セツルメントのため
に土地を購入した。政府のセツルメントは、レンタル料も安く、しかも安全であった。1914 年までには、18 のセツルメントができ
た。ほとんどは工場の近くか町にあったが、後には人口増加により供給不足になった[Gillion1962:140]。 
44 例えば 1912 年には「読み書き能力テスト」が導入され、これは後には法律になった。当時はインド人に英語を教える教育機関
はほとんどなかったが、インド人が教育を受けてある程度の知識を得るまでは政治的権利をもつことはできないとされた
[Sanadhya(Kelly)1991:181-182]。しかし徐々に状況は改善されていく。1912 年には、年季契約労働者に学校の建物を供与する法案が

















































































                                                  
48 フィジーに来た自由移民は、1907 年までに少なくとも 1000 人に及び、1911 年までに毎年 250 人を数えた[Gillion1962:130-131]。 
49 パンジャーブ人の特徴としては、移住の志向が強く、全インド国内や国外に散らばっている。彼らのほとんどがシク教徒かムス
リムであり、移動や職業に関するカーストの縛りがないこともその理由として挙げられる[Gillion1962:131]。 
50 このフィジー特有の土地制度に関する考察は別のところ[Takahashi2005] [高橋 2008]で行っているので本稿では扱わない。 
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The indentured labourers recruited in India were appropriated for lots of plantations in British colonies after the abolition of 
slavery. Even after the expiration of their indentures, lots of Indian migrants have chosen to stay in their land and built their 
peculiar identities as diasporas. 
This paper intends to clarify in the way of historical anthropology that the Indian culture, especially the principle of caste, had 
been reproduced in their identities of Indo-Fijian indentured labourers, who shipped to Fiji between the 19th and 20th century. 
The intrinsic caste principles of the “ranking” and the “exclusiveness” had been structured in their habitus so that they appeared 
in their pratique in a new form. While the former principle was represented in the custom of “sirdar” or “panchayat”, the latter 
was transformed and then came to emerge in the practical form of the preference for the ethnic endogamy rather than the caste. 
With the keywords of diaspora and habitus, we aims to criticise the traditional interpretation of the caste system. 
 
